
1. 売買に至るまでに必用な決定項目
1 売買戦略

2 リスク＆資金管理

3 環境認識（セットアップ）
4 エントリー
5 損切り
6 利食い

2. 決定項目の詳細
1 売買戦略：

トレンドフォロー（ブレイクアウト）、スイング、デイトレード、鞘取り

2 リスク＆資金管理：

資金管理、ポジション管理、ポートフォリオ

3 環境認識（セットアップ）：

戦略に応じた優位性（トレンド、ボラティリティー、季節的要因）

4 エントリー：

トリガー（価格、状態）

5 損切り：

戦略が機能しないと判断できるポイント（価格）

6 利食い：

優位性の解消（状態、価格）

3. テクニカル分析はどの過程で用いるのか

セットアップ、エントリー、損切り、利食い
4. スイングトレードの例

＜戦略の目的＞
1 トレンドのバイアスを優位性として利用した売買。

2 トレンドとは反対の動きが発生し、再度トレンドと同方向に向けて動き出したときに、トレンドに回帰する流れに乗る。
＜使用するテクニカルツール＞

トレンド認識＝スイングHL

移動平均線＝10日加重平均線　or　20日指数平滑平均線

ローソク足＝陰線陽線、前日高値安値と本日終値の位置関係

1 戦略：スイングトレード（RMG中期売買法の応用）
2 リスク＆資金管理：資金1000万円、2％のリスク＝20万円のリスク額
3 セットアップ：（買いのケース）

· トレンドがアップトレンドである
· 安値が移動平均線を下回った（修正安の値動きが発生）
· SMAオシレータが買われ過ぎ（5％以上）を示していない

4 エントリー＝翌日以降、（移動平均線の上で、）前日高値を（終値が）（陽線で）上抜く

5 損切り＝移動平均線の下にある最安値を（終値が）下回った時
6 利食い＝直近の高値を上回った時、前日安値を（終値が）下回った時
　　実際には、トライ＆エラーの繰り返し

＜その他の考察＞

· 修正安の値動きをもっと別な方法で捉えることはできないか？
· 再上昇開始確認ポイントをもっと別な方法で捉えることはできないか？

· 日足の組み合わせパターンは有効か？

· 星足を描いてみる


 ダウの定義によれば、「連続する高値、安値の各々が、その前の高値、安値より上である限り、アップトレンドが存在する」とされる（先物市場のテクニカル分析より）。ダウントレンドの定義はこの反対で、「連続する高値、安値の各々が、その前の高値、安値より下である限り、ダウンレンドが存在する」と言うことが出来る。
   「アップトレンドとその転換点の定義2種類」






    「ダウントレンドとその転換点の定義2種類」








1 はそれまでのトレンドが崩れただけ。②でトレンドの転換が確定する。③のケースはこの時点で即座にトレンド転換が確定する。

２．高値と安値を定義する
ダウ理論の「連続する各々の高値、安値」の定義を、日柄（スイングHL）と値幅（カギ足）により定義。

・日柄により計測される高値のポイントは「スイングハイ＝SH」、安値のポイントは「スイングロー＝SL」と呼ぶ。








つまり上記左の図のように、その価格の左右何本（ｎBar）かの価格が、その価格より安い時、そこはスイングハイ（＝SH）となる。
　　　　　　　上記例：　2BarSH

これに対し、上記右の図のように、その価格の左右何本かの価格が、その価格より高い時、そこはスイングロー（＝SL）となる。
　　　　　　　上記例：　2BarSL

左右に数える本数を何本にするかによって、認識の感応度が変わる。この本数を多くすればする程、より長期の波動を捉えることになる。（日足で通常２～７本）
また分足、時間足、日足、週足それぞれに用いることで、期間のことなる波動のトレンドを捉えることが可能となる。（日足以下は５本が標準、週足は２本が標準）


スイングHLが日柄による測定であるのに対し、カギ足は値幅の測定を行うものである。カギ足には、実際の値幅を使うものと、価格の％を使うものがあるが、％を使ったカギ足の方が価格水準に関係なく機能するので、パソコンが普及した現在では、こちらの方が一般的である。

％カギ足の描き方は以下の通り：（例：2％カギ足）

· 終値だけを使って描く。

· まず最初に、ある特定の日の終値に2％を掛けて、カギ値幅を求める。その日の終値が、最初の終値からみて、カギ値幅を越える上昇、あるいは下落となったら、初めて最初の終値から、その日の終値まで線を引く（下記の例では上昇だった）。カギ値幅を上抜いた後、終値ベースで高値を更新している限り、同じ方向に線を足し続ける。

· 一旦カギ値幅を上に越えたら、直近のカギ足の高値に2％を掛けて、反転値幅を求めておく。もしその日の終値が反転値幅以上の下落を見せた場合、線を下に折り曲げて描く。この時点ではまだ線の色は変わらない（トレンドは定義されない）。

· 線が下方に折れ曲がると、直近のカギ足の安値から2％の上昇があるまでは、線が上に折れ曲がることはない。

· 線の色（トレンド）が変わるのは、描き始めた最初の価格を反対に抜いた場合、あるは直前の肩や腰を抜いたときである。












＜野川の推薦図書＞

先物市場のテクニカル分析

マーケットの魔術師

新マーケットの魔術師

魔術師リンダ＆ラリーの短期売買入門

相場で儲ける法

ワイルダーのテクニカル分析入門


「テクニカル分析から売買に至るまで」
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１．ダウ理論によるトレンドの定義





トレンド認識　資料








